
四

被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の

回
復
又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

五

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

六

処
遇
要
領
、
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
、
少
年

院
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
処
遇
の
段
階
、
同

法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
成
績
の
評

価
の
結
果
そ
の
他
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
処
遇

の
状
況

五

改
善
指
導
の
区
分
、個
人
別
矯
正
教
育
計
画
、

少
年
院
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
処
遇
の
段

階
、
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
成

績
の
評
価
の
結
果
そ
の
他
の
矯
正
施
設
に
お
け

る
処
遇
の
状
況

七
〜
十
一

﹇
略
﹈

六
〜
十

﹇
同
上
﹈

２

刑
事
施
設
の
長
は
、
仮
出
場
を
許
す
べ
き
旨
の

申
出
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
第
七
条
第
三
項
に

規
定
す
る
書
面
を
提
出
し
て
い
な
い
と
き
は
、
前

項
に
規
定
す
る
書
面
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
、
第
七
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号

並
び
に
同
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

刑
事
施
設
の
長
は
、
仮
出
場
を
許
す
べ
き
旨
の

申
出
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
第
七
条
第
三
項
に

規
定
す
る
書
面
を
提
出
し
て
い
な
い
と
き
は
、
前

項
に
規
定
す
る
書
面
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
、
第
七
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号

ま
で
並
び
に
同
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
釈
放
等
の
審
理
に
お
け
る
調
査
事
項
）

（
仮
釈
放
等
の
審
理
に
お
け
る
調
査
事
項
）

第
十
八
条

﹇
略
﹈

第
十
八
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害
者
等
の
被
害
の

回
復
又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
の
状
況

三

被
害
者
等
の
状
況

﹇
四
〜
九

略
﹈

﹇
四
〜
九

同
上
﹈

（
聴
取
し
た
意
見
等
の
通
知
）

第
二
十
七
条
の
二

地
方
委
員
会
は
、
法
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
等
を
聴
取
し
た
場

合
に
お
い
て
、
被
害
者
等
の
意
向
に
配
慮
し
つ
つ

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
等
に

係
る
審
理
対
象
者
を
収
容
し
て
い
る
刑
事
施
設
の

長
又
は
少
年
院
の
長
に
対
し
、
当
該
刑
事
施
設
又

は
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
の
実
施
に
必
要
な
事
項

を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
刑
事
施
設
等
に
収
容
中
の
者
の
不
定
期
刑
の
終

了
の
基
準
）

（
刑
事
施
設
等
に
収
容
中
の
者
の
不
定
期
刑
の
終

了
の
基
準
）

第
三
十
六
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
刑
の
執
行
を
受
け
終
わ
っ
た
も
の
と
す
る
処
分

は
、
不
定
期
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
又
は
少

年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性

格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、

交
友
関
係
、
被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害
者
等
の

被
害
の
回
復
又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
の

第
三
十
六
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
刑
の
執
行
を
受
け
終
わ
っ
た
も
の
と
す
る
処
分

は
、
不
定
期
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
又
は
少

年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
性

格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、

交
友
関
係
、
刑
事
施
設
又
は
少
年
院
に
お
け
る
処

遇
の
経
過
及
び
生
活
態
度
、
帰
住
予
定
地
の
生
活

状
況
、
刑
事
施
設
又
は
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
の

経
過
及
び
生
活
態
度
、帰
住
予
定
地
の
生
活
環
境
、

釈
放
後
の
生
活
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮

し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善

更
生
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護
観

察
を
要
し
な
い
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す

る
。

環
境
、
釈
放
後
の
生
活
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を

考
慮
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、

改
善
更
生
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
保

護
観
察
を
要
し
な
い
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の

と
す
る
。

（
少
年
院
に
収
容
中
の
者
の
退
院
の
基
準
）

（
少
年
院
に
収
容
中
の
者
の
退
院
の
基
準
）

第
三
十
九
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
退
院
を
許
す
処
分
は
、
保
護
処
分
の
執
行
の
た

め
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
そ

の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環

境
、
交
友
関
係
、
被
害
者
等
の
状
況
及
び
被
害
者

等
の
被
害
の
回
復
又
は
軽
減
の
た
め
に
と
っ
た
行

動
の
状
況
、
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
の
経
過
及
び

生
活
態
度
、
帰
住
予
定
地
の
生
活
環
境
、
釈
放
後

の
生
活
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
善
良

な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る

こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護
観
察
を
要
し

な
い
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
退
院
を
許
す
処
分
は
、
保
護
処
分
の
執
行
の
た

め
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
そ

の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環

境
、
交
友
関
係
、
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
の
経
過

及
び
生
活
態
度
、
帰
住
予
定
地
の
生
活
環
境
、
釈

放
後
の
生
活
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、

善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生

す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護
観
察
を

要
し
な
い
と
認
め
る
と
き
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
収
容
時
又
は
収
容
中
に
お
け
る
特
定
保
護
観
察

処
分
少
年
の
身
上
関
係
事
項
の
通
知
等
）

（
収
容
時
又
は
収
容
中
に
お
け
る
特
定
保
護
観
察

処
分
少
年
の
身
上
関
係
事
項
の
通
知
等
）

第
四
十
条
の
二

﹇
略
﹈

第
四
十
条
の
二

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

少
年
院
の
長
は
、
前
二
項
の
保
護
観
察
所
の
長

に
対
し
、
少
年
院
法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
を
通
知
す
る
と

き
、
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
成

績
の
評
価
の
結
果
を
通
知
す
る
と
き
又
は
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
け
る
生
活
及
び

心
身
の
状
況
を
通
知
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
少
年
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
委
員
会
に

も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

少
年
院
の
長
は
、
前
二
項
の
保
護
観
察
所
の
長

に
対
し
、
少
年
院
法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
を
通
知
す
る
と

き
、
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
成

績
の
評
価
の
結
果
を
通
知
す
る
と
き
又
は
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
け
る
生
活
及
び

心
身
の
状
況
を
通
知
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
少
年
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
委
員
会
に

も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
場
合
（
第
七
条
第
一
項
第
十
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
更
生
保
護
事
業
法
第
二
条

第
七
項
に
規
定
す
る
更
生
保
護
施
設
そ
の
他
の
施

設
又
は
第
七
条
第
一
項
の
居
住
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
場
所
と
す
る
旨
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
限

る
。）に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
、
家
族
の
状
況
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
併
せ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

第
二
項
の
場
合
（
第
七
条
第
一
項
第
十
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
更
生
保
護
事
業
法
第
二
条

第
七
項
に
規
定
す
る
更
生
保
護
施
設
そ
の
他
の
施

設
と
す
る
旨
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
限
る
。）に

お
い
て
は
、
そ
の
理
由
、
家
族
の
状
況
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
併
せ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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